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   八王子市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条

例 

 八王子市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例（平成５年八王子市条例

第１８号）の一部を次のように改正する。 

  
改 正 後 改 正 前 

 （粗大ごみの排出方法）  （粗大ごみの排出方法） 

第３２条の３ 占有者は、粗大ごみを排出す

るときは、第４４条の３第１項に規定する

粗大ごみ処理券を当該粗大ごみに貼付しな

ければならない。 

第３２条の３ 占有者は、粗大ごみを排出す

るときは、第４４条の３に規定する粗大ご

み処理券を当該粗大ごみに貼付しなければ

ならない。ただし、これにより難いと市長

が認めるときは、市長が指定する方法によ

り排出することができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、あらかじめ電

子情報処理組織（市の使用に係る電子計算

機と粗大ごみを排出しようとする占有者の

使用に係る電子計算機とを電気通信回線で

接続した電子情報処理組織をいう。以下同

じ。）により処理手数料を納付した占有者

及び第４５条の規定により手数料の減免を

承認された占有者が粗大ごみを排出しよう

とするときは、粗大ごみ処理券の貼付に代

えて、第４４条の３第２項に規定する受付

番号を当該粗大ごみに表示しなければなら

ない。 

 

３ 前２項の規定により難いと市長が認める  



ときは、市長が指定する方法により排出す

ることができる。 

  

 （粗大ごみ処理券の交付及び受付番号の通

知） 

 （粗大ごみ処理券の交付） 

第４４条の３ （略） 第４４条の３ （略） 

２ 前項の規定にかかわらず、市長は、あら

かじめ電子情報処理組織により処理手数料

を納付した占有者及び第４５条の規定によ

り手数料の減免を承認された占有者に対し

ては、粗大ごみ処理券の交付に代えて、粗

大ごみの排出に必要な受付番号を通知する

ものとする。この場合において、あらかじ

め電子情報処理組織により処理手数料を納

付した占有者に対する通知は、当該占有者

の使用に係る電子計算機に受付番号を表示

させることにより行うものとする。 

 

３ 粗大ごみ処理券及び電子情報処理組織に

よる処理手数料の納付について必要な事項

は、市規則で定める。 

２ 粗大ごみ処理券について必要な事項は、

市規則で定める。 

  

  （廃止等の届出手続） 

第５８条 削除 第５８条 浄化槽法第３７条及び第３８条の

規定による届出は、市規則で定めるところ

により市長に届け出なければならない。 

  

 （清掃指導員）  （清掃指導員） 

第６６条 市長は、第６５条第１項並びに廃

棄物の減量及び適正な処理に関する指導の

職務を担当させるため、市規則で定めると

ころにより、清掃指導員を置く。 

第６６条 市長は、前条第１項並びに廃棄物

の減量及び適正な処理に関する指導の職務

を担当させるため、市規則で定めるところ

により、清掃指導員を置く。 

  

別表（第４４条関係） 別表（第４４条関係） 

 番号 区 分 手 数 料   番号 区 分 手 数 料  

 １ ごみ、

粗大 

ごみ

及び

燃え

殻 

家 

庭 

系 

ア （略） （略）   １ ごみ、

粗大 

ごみ

及び

燃え

殻 

家 

庭 

系 

ア （略） （略）  

  イ 臨時に排

出されるご

み及び燃え

殻（処分に

限る。） 

薬品（特定有

害物質（土壌

汚 染 対 策 法 

（平成１４年

法 律 第 ５ ３ 

号）第２条第

１項に規定す

る特定有害物

質をいう。以

下同じ。）を

含む薬品を除 

く。）１キロ

グラムにつき 

１，４３０円 

   イ 臨時に排

出されるご

み及び燃え

殻（処分に

限る。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        



     特定有害物質

を含む薬品１

キログラムに

つき 

４，４００円 

        

     上記のもの以

外１０キログ

ラムにつき 

  ３５０円 

      １０キログラ

ムにつき 

 

  ３５０円 

 

    ウ 

粗

大

ご

み 

 重量

を基準

に形状

等を勘

案し点

数化し

た市規

則で定

める品

目 

品目の点数１

点につき 

１００円 

（スプリング

マットレスに

あ っ て は 、 

１ 枚 に つ き 

１，９００円

を 加 算 し た 

額） 

     ウ 

粗

大

ご

み 

 重量

を基準

に形状

等を勘

案し点

数化し

た市規

則で定

める品

目 

品目の点数１

点につき 

１００円 

 

 

     上記

により

難い場

合 

１０キログラ

ムにつき 

  ５００円 

 ただし、処

分のみをする

場合は、１０

キログラムに

つき 

  ３５０円 

（スプリング

マットレスに

あ っ て は 、 

１ 枚 に つ き 

１，９００円

を 加 算 し た 

額） 

      上記

により

難い場

合 

１０キログラ

ムにつき 

  ５００円 

 ただし、処

分のみをする

場合は、１０

キログラムに

つき 

  ３５０円 

 

   事 

業 

系 

（略） （略）     事 

業 

系 

（略） （略）  

 ２～

５ 

（略） （略） （略）   ２～

５ 

（略） （略） （略）  

 備考  備考 

  １ 第１号（家庭系の項ア及びウ 並び

に事業系の項アを除く。）に掲げる廃

棄物の重量に５キログラム未満の端数

があるときはこれを切り捨て、５キロ

グラム以上１０キログラム未満の端数

があるときはこれを１０キログラムに

切り上げる。ただし、重量の合計が１

０キログラム未満のときは、これを１

０キログラムに切り上げる。 

  １ 第１号（ア及びウ を除く。）に掲

げる廃棄物の重量に５キログラム未満

の端数があるときはこれを切り捨て、

５キログラム以上１０キログラム未満

の端数があるときはこれを１０キログ

ラムに切り上げる。ただし、重量の合

計が１０キログラム未満のときは、こ

れを１０キログラムに切り上げる。 



  ２ 第１号（家庭系の項ア及びウ並びに

事業系の項アを除く。）に掲げる一般

廃棄物のうち、重量を基準にして処理

手数料を算定することが著しく実情に

合わないものは、市規則で定めるとこ

ろにより、重量以外の基準により算定

することができる。 

  ２ 第１号（ア及びウを除く。）に掲げ

る一般廃棄物のうち、重量を基準にし

て処理手数料を算定することが著しく

実情に合わないものは、市規則で定め

るところにより、重量以外の基準によ

り算定することができる。 

  ３ 「薬品（特定有害物質を含む薬品を

除く。）」とは、塩酸、硝酸、硫酸、

水酸化ナトリウムその他市長が定める

物質を含む薬品をいう。 

 

  ４ 「特定有害物質を含む薬品」とは、

カドミウム、シアン化合物、六価クロ

ム化合物、セレン、鉛、砒
ひ

素、その他

市長が定める物質を含む薬品をいう。 

 

  ５ 第１号家庭系の項イに掲げる薬品

（特定有害物質を含む薬品を除く。）

及び特定有害物質を含む薬品の重量

（容器の重量を含む。以下同じ。）に

０．５キログラム未満の端数があると

きはこれを切り捨て、０．５キログラ

ム以上１キログラム未満の端数がある

ときはこれを１キログラムに切り上げ

る。ただし、重量の合計が１キログラ

ム未満のときは、これを１キログラム

に切り上げる。 

 

  ６ （略）   ３ （略） 

  ７ （略）   ４ （略） 

  ８ （略）   ５ （略） 

  ９ （略）   ６ （略） 

  

  
   附 則 

 この条例は、令和４年１０月１日から施行する。ただし、第５８条、第６６条

並びに別表備考第１項及び第２項の改正規定は、公布の日から施行する。 

 


